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第 11号（１）                クスノキ 通 信               2021年 9月 25日（土） 

  

ク
ス
ノ
キ 

通 

信 
 

「野党は共闘を！」「みなさんと認識は

共有しています」組合の要求も示し、各野

党に申し入れを行いました。 

今月はじめに市役所に「要請書」を提出

徒 

然 

草 

◆
数
十
年
に
一
度
の
豪
雨
災
害
が
毎
年
発
生

す
る
な
ど
、
気
候
危
機
（
変
動
）
が
叫
ば
れ
、

世
界
的
に
も
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
原
因
を

作
っ
て
い
る
の
は
人
間
で
あ
る
と
国
連
の
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
）
が
断
言
し
、
警
告
を
発
し
て
い
る
◆
現
状

の
ま
ま
で
は
今
世
紀
末
に
は
「
破
局
」
が
せ
ま

る
、
し
か
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
れ
ば
、

そ
れ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
目
標
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
省
エ
ネ
の
徹
底
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
活
用
が
必
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
に
は
、
大
胆
な
「
雇

用
転
換
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
か

つ
て
は
日
本
の
重
化
学
工
業
を
支
え
て
き
た

主
要
な
も
の
は
石
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
た

が
、
産
業
構
造
の
転
換
で
、
炭
鉱
は
閉
山
と
な

り
、
多
く
の
失
業
者
が
出
た
が
、
こ
れ
と
同
じ

く
ら
い
の
レ
ベ
ル
の
雇
用
転
換
が
必
要
と
さ

れ
る
と
の
こ
と
◆
現
在
で
は
世
界
で
３
分
の

２
の
国
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
切
り
替

え
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
最
も
安
い
か
ら
。
日
本
政
府
も
一
番
安

い
の
は
原
発
で
は
な
く
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
と
試
算
し
て
よ
う
や
く
認
め
て
い
る
◆
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
た
め
の
雇
用
政
策
が
現
実

的
な
問
題
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
原
発
」

も
い
ず
れ
は
廃
炉
に
な
る
と
思
う
が
、
一
説
に

は
廃
炉
作
業
は
百
年
か
か
る
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
野
党
四
党
の
「
政
策
合
意
」
で
も
「
原

発
の
な
い
脱
炭
素
社
会
を
追
求
す
る
」
と
あ

る
。
財
政
政
策
に
も
裏
付
け
ら
れ
た
雇
用
転
換

の
政
策
を
野
党
共
通
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と

し
て
だ
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。（
Ｍ
） 

 
衆
議
院
の
解
散
総
選
挙
が
近
づ
い
て
い
ま
す
が
、
建
交
労
広
島
県
本
部
は
九
月
二
一
日
、
広
島

の
野
党
各
党
に
安
倍
菅
自
公
政
治
を
転
換
さ
せ
、
私
た
ち
の
要
求
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、「
野

党
は
各
選
挙
区
で
候
補
を
一
本
化
し
て
選
挙
を
た
た
か
う
よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

社
民
党
広
島
県
連
で
は
有
田
優
子

副
代
表
が
応
対
し
ま
し
た
。
有
田
氏

も
、
立
憲
民
主
や
日
本
共
産
党
と
同

様
に
「
安
倍
菅
政
権
を
転
換
さ
せ
る

た
め
に
も
野
党
共
闘
（
候
補
の
一
本

化
）
が
重
要
で
す
」
と
応
じ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
新
社
会
党
は
不
在
の
た
め

日
を
改
め
て
申
し
入
れ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。 

反
省
も
な
く
自
民
は
総
裁

選
挙
の
ま
っ
た
だ
な
か 

自
民
党
は
菅
首
相
が
行
き
詰
ま
り

政
権
投
げ
出
し
に
伴
い
、
総
裁
選
挙

（
二
九
日
投
開
票
）
の
真
っ
た
だ
中

で
す
が
、
連
日
電
波
ジ
ャ
ッ
ク
の
状

態
で
す
。
立
候
補
者
は
だ
れ
一
人
と

し
て
こ
の
間
の
安
倍
菅
政
治
の
九
年

余
り
の
検
証
も
、
反
省
の
一
つ
も
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
間
自
公
政
権
が
進

め
て
き
た
政
治
に
よ
っ
て
、
貧
困
と

格
差
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
申
し
入
れ
は
、
九
月
一
三
日
に
開
い
た
県
本
部
委
員

会
で
の
決
定
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
当
日
は
小
林
豊
数
副
委

員
長
（
ダ
ン
プ
支
部
議
長
）
と
県
本
部
山
田
昭
夫
書
記
長
が

参
加
、
総
選
挙
も
近
い
状
況
の
も
と
、
選
挙
情
勢
も
含
め
て

要
請
懇
談
し
ま
し
た
。 

立
憲
民
主
党
広
島
県
連
で
は
杉
浦
一
行
事
務
局
長
が
応

対
し
ま
し
た
。
杉
浦
事
務
局
長
は
、
組
合
の
申
し
入
れ
の
趣

旨
に
た
い
し
「
選
挙
で
自
民
公
明
政
権
を
転
換
さ
せ
る
た
め

に
も
、
野
党
が
候
補
者
を
一
本
化
し
な
い
と
い
け
な
い
と
言

う
思
い
は
同
じ
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
で
は
高
見
あ
つ
み
書
記
長
が
応
対
「
は
じ
め

て
政
権
交
代
を
か
か
げ
て
選
挙
を
闘
う
こ
と
に
な
る
。
野
党

共
闘
を
成
功
さ
せ
た
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

 

要
求
実
現
の
た
め
に
も
選
挙
に

行
っ
て
、
政
治
を
変
え
よ
う 

申
入
れ
に
参
加
し
た
小
林
豊
数
副
委
員
長
は

「
ど
の
政
党
も
今
の
安
倍
菅
政
治
を
変
え
な
い

と
、
労
働
者
国
民
の
生
活
は
良
く
な
ら
な
い
と
い

う
点
で
は
認
識
は
共
有
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
野

党
が
共
闘
し
て
、
政
権
交
代
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
『
選
挙
に
行
っ
て
政
治
を

変
え
よ
う
』
を
訴
え
る
こ
と
が
重
要
。
今
年
四
月

の
参
議
院
再
選
挙
で
野
党
統
一
候
補
が
自
民
公
明

の
推
す
候
補
者
に
勝
利
し
た
が
『
誰
が
出
て
も
与

党
の
候
補
者
が
勝
つ
』
と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い

と
思
う
が
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た

こ
と
は
重
要
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

 

建
交
労
広
島
県
本
部
第
二
三
回
定
期
大
会 

 

〇
日
時 

一
〇
月
三
日
（
日
曜
日
） 

 
 
 

午
後
一
時
三
〇
分
よ
り 

 

〇
場
所 

広
島
市
西
区
「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」 

 
 
 
 
 
 

（
西
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

 

広
島
市
西
区
福
島
町
一‐

一
九‐

一
二 

電
話 

〇
八
二‐

二
三
一‐

一
四
七
二 

※ 
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
延

期
そ
の
他
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。 

 
 

 

 

 

立憲民主党への申し入れ（写真上）

日本共産党への申し入れ（写真下） 

社民党の有田優子副代表に

申し入れる小林豊数副委員長 

（9月 21日広島市内） 
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今
後
の
組
合
日
程
な
ど 

九
・
二
五 

ダ
ン
プ
支
部
合
同
役
員
会 

九
・
二
九 

年
金
裁
判
（
広
島
地
裁
） 

九
・
三
〇 

い
の
け
ん
広
島
セ
ン
タ
ー
総
会 

一
〇
・ 

二 

ヒ
ロ
シ
マ
労
連
定
期
大
会 

一
〇
・ 

三 

建
交
労
広
島
県
本
部
定
期
大
会
（
西
区

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
） 

一
〇
・ 

五 

三
原
支
部
「
月
例
集
会
」 

一
〇
・
一
九 

じ
ん
肺
・
事
業
団
合
同
キ
ャ
ラ
バ
ン 

 
 
 
 
 
 

（
広
島
労
働
局
、
広
島
県
） 

一
〇
・
二
三 

ダ
ン
プ
支
部
合
同
役
員
会 

  

○ 

一
〇
月
一
九
日
（
火
）
九
時
よ
り 

広
島
労
働
局
へ
の
要
請 

 

合
同
庁
舎
四
号
館
五
階
２
２
号
室 

※
４
号
館
の
一
階
ロ
ビ
ー
に
八
時
四
五
分
ま
で

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。（
入
館
証
を
配
り
ま
す
） 

○ 

一
〇
月
一
九
日
（
火
）
午
後
一
時
三
〇
分

広
島
県
庁
へ
の
要
請 

東
館
７
階
「
商
工
相
談
室
」 

※
じ
ん
肺
の
要
請
と
事
業
団
・
高
齢
者
の
要
請
と

を
四
五
分
ず
つ
行
い
ま
す
。 

 

予
想
よ
り
大
勢
の
参
加
者 

九
月
一
三
日
に
建
交
労
全
国
事
業
団
部
会
第
二
三
回
総

会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
広
島
か
ら

は
事
業
対
策
委
員
の
私
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
初
は
一
四

時
～
一
六
時
の
予
定
で
し
た
が
、
参
加
者
が
一
九
都
道
府

県
よ
り
三
九
名
＋
傍
聴
者
と
当
初
よ
り
増
え
た
た
め
一
七

時
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

中
村
崇
部
会
長
、
角
田
季
代
子
中
央
執
行
委
員
長
の
挨

拶
の
あ
と
山
室
ま
こ
と
事
務
局
長
（
島
根
県
本
部
）
よ
り
経

過
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

１
，
「
事
業
団
運
動
５
０
年
の
歩
み
」
の
出
版
。 

２
，
組
織
拡
大
と
し
て
、
大
牟
田
市
雇
用
福
祉
事
業
団
の

新
規
設
立
・
宝
塚
市
雇
用
福
祉
事
業
団
が
新
し
く
活

動
し
始
め
た
こ
と
。 

３
，
全
国
の
情
報
を
本
部
で
共
有
し
た
グ
ー
グ
ル
ド
ラ

イ
ブ
を
活
用
し
た
こ
と
。 

 
 

 

※
県
本
部
の
「
ク
ス
ノ
キ
通
信
」
は
毎
月
一
回
発
行
し

て
い
ま
す
。
各
支
部
や
職
場
で
の
活
動
や
取
り
組
み

な
ど
、
な
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
か
ら
、
フ
ァ
ク
ス

や
、「
メ
ー
ル
」
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
と
フ

ァ
ク
ス
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

ctg
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ｆ
ａ
ｘ 

〇
八
二―

二
三
五―

三
〇
五
二 

 三
原
支
部
の
た
た
か
い
を
報
告
、
事
業
団
の
新
規
結
成
も 

全
国
事
業
団
部
会
第
２
３
回
総
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
） 

 

 
 

                  

広
島
か
ら
の
報
告
と
し
て
、
三
原
支
部
の
事
業
団
の

仲
間
の
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
報
告
を
し
ま
し
た
。 

 

八
月
は
じ
め
に
三
原
市
に
対
し
て
、
最
低
賃
金
改
訂

時
に
契
約
額
を
引
き
上
げ
る
対
応
を
す
る
よ
う
に
と
い

う
内
容
の
要
請
書
を
提
出
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
一
〇

月
の
改
訂
時
に
更
な
る
交
渉
が
必
要
な
こ
と
な
ど
今
後

の
運
動
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。 

 

新
部
会
長
に
高
木
さ
ん
を
選
出 

総
会
で
は
、
新
た
な
役
員
体
制
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

中
村
部
会
長
（
京
都
）
が
退
任
さ
れ
、
新
部
会
長
に
高
木

哲
次
氏
（
兵
庫
）
を
選
出
し
ま
し
た
。
部
会
事
務
局
長
に

は
山
室
ま
こ
と
氏
（
島
根
）
が
再
任
と
な
り
ま
し
た
。 

新
な
幹
事
に
赤
羽
目
寛
氏
（
東
京
）、
お
よ
び
木
ノ
下
貴

之
氏
（
京
都
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
（
宮

本
）
は
引
き
続
き
事
業
対
策
委
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 
（
尾
道
支
部
・
宮
本
光
） 

 

 

武田喜成君を幹事に再任 

9月 18日（土）午前 10時から広島県

労連第 33 回定期大会が開催されまし

た。主会場はロードビルでしたが、緊急

事態宣言の期間中でもあり、代議員・傍

聴者の多くは「オンライン」での参加と

なりました。 

 建交労の代議員５人は、それぞれ組

合事務所や自宅から全員が参加しまし

た。初めての「ズーム」を利用しての参

加で、多少のトラブルが生じましたが、

なんとか終わりまで、報告や発言を聴

くことができました。 

武田喜成県本部書記次長は引き続き

県労連幹事に選出されました。 

県労連大会の最後に、神部泰議

長の音頭で団結ガンバロー 

（9月 18日ロードビルにて） 

 自
民
党
か
ら
河
井
陣
営
へ
の
一
億

５
千
万
円
交
付
の
説
明
は
ま
っ
た

く
説
明
に
な
っ
て
い
な
い 

二
〇
一
九
年
の
参
議
院
選
挙
で
、
自
民
党
が

河
井
案
里
氏
（
公
職
選
挙
法
違
反
で
起
訴
、
当

選
無
効
と
な
る
）
の
陣
営
に
他
の
自
民
党
候
補

の
一
〇
倍
の
一
億
５
千
万
円
を
交
付
し
た
件

に
つ
い
て
、
自
民
党
は
よ
う
や
く
九
月
二
二
日

に
柴
山
幹
事
長
代
理
が
記
者
会
見
し
内
容
を

報
告
し
ま
し
た
が
「
１
億
２
千
万
円
は
政
党
交

付
金
、
他
は
宣
伝
費
」
な
ど
と
述
べ
る
な
ど
、

全
く
納
得
の
い
く
説
明
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

「
河
井
疑
惑
を
た
だ
す
会
」
は
九
月
二
四
日

（
金
）
の
九
月
議
会
開
会
日
に
、
議
会
棟
前
で

ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行
い
、
た
だ
す
会
の
山
根
岩

男
事
務
局
長
は
「
お
金
を
受
け
取
っ
た
県
議
一

三
人
の
責
任
と
、
自
民
党
か
ら
の
一
億
５
千
万

円
の
交
付
に
つ
い
て
の
真
相
の
追
及
、
河
井
案

里
氏
の
受
け
取
っ
た
歳
費
の
返
還
な
ど
引
き

続
き
、
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
を
市
民
の
前
に
明

ら
か
に
し
て
ゆ
く
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

広島県議会開会日に議会棟前で

訴える「河井疑惑をただす会」の

山根岩男事務局長（9月 24日） 

じ
ん
肺
・事
業
団
合
同
キ
ャ
ラ
バ
ン
へ 

参
加
要
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ 

 

mailto:ctg303.hiroshima@orange.plala.or.jp

